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要点

・ Atmel-ICE紹介

・ “atprogra.exe”ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ使用者の手引き

・ 大量生産書き込みﾂｰﾙ開発例

序説

大量生産に対して、量産用に意図されたｿﾌﾄｳｪｱを持ち、製造環境での動作のために設計された専用製造書き込み
器を使うことが推奨されます。「AT06015:Microchip AVR®とSAMﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗの製品ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ」応用記述はMicroc 
hipのAVRとSAMの両ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用の第三者製品ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾂｰﾙを一覧にします。

Atmel-ICEはAVRとARM® Cortex-M®に基づくSAMのﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞのための強力な開発ﾙｰ
ﾙです。Atmel-ICEが製品書き込みを意図されていないとは言え、これが非常に手頃な価格で製品の開発段階から
既によく知られているため、一部の使用者は小規模生産書き込みにこれを使うことを選びます。使用者の製品書き込
みﾂｰﾙの開発の速度向上のため、この応用記述はAtmel-ICE構成設定、ﾄﾞﾗｲﾊﾞ ｲﾝｽﾄｰﾙ、Atmel Studioｺﾏﾝﾄﾞ行ﾕｰ
ﾃｨﾘﾃｨ(atprogram.exe)の使用者の手引き、C#で書かれたPC書き込みﾂｰﾙ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対する詳細な導入を与えま
す。Visual C#例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄはこの応用記述と共にﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることができ、ATmega328PB Xplained Miniｷｯﾄで動きま
す。

http://ww1.microchip.com/downloads/en/AppNotes/00002468A.pdf
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1. Atmel-ICE紹介
Atmel-ICEはARM Cortex-Mに基づくSAMとAVRのﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用の強力なﾃﾞﾊﾞｯｸﾞとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞのﾂｰﾙです。これは以下を支援し
ます。

・ このｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを支援する全てのtinyAVR® 8ﾋﾞｯﾄ ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗの(TPI)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

・ JTAGとPDI 2線の両ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで全てのAVR XMEGA®系統ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

・ JTAGとaWireの両ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで全てのAVR UC3ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

・ JTAGとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREの両ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ方で全てのAVR 8ﾋﾞｯﾄ ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗの(ＪTAGとSPI)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

・ SWDとJTAGの両ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで全てのSAM ARM Cortex-Mに基づくﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

1.1. Atmel-ICE特徴

・ Atmel Studioに完全に適合

・ 全てのAVR UC3 32ﾋﾞｯﾄ ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを支援

・ 全てのAVR XMEGA 8ﾋﾞｯﾄ ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを支援

・ OCDを持つ全てのAVR megaAVR®とtinyAVRの8ﾋﾞｯﾄ ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを支援

・ 全てのSAM ARM Cortex-Mに基づくﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを支援

・ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE使用時に目的対象VTrefから3mA未満、他のｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに対して1mA未満を引き出し

・ 32kHz～7.5MHzのJTAGｸﾛｯｸ周波数を支援

・ 32kHz～7.5MHzのPDIｸﾛｯｸ周波数を支援

・ 4kbps～0.5MbpsのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREﾎﾞｰﾚｰﾄを支援

・ 8kHz～5MHzのSPIｸﾛｯｸ周波数を支援

・ 32kHz～10MHzのSWDｸﾛｯｸ周波数を支援

・ USB 2.0高速ﾎｽﾄ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

・ 3Mﾊﾞｲﾄ/sまでのITM直列追跡捕獲

・ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞまたはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞでない時にDGI SPIとUSARTのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを支援

・ AVRとCortexの両ﾋﾟﾝ出力で10ﾋﾟﾝ50milのJTAGｺﾈｸﾀを支援。標準探針ｹｰﾌﾞﾙはAVR 6ﾋﾟﾝISP/PDI/TPIの100milﾍｯﾀﾞだけでなく、
10ﾋﾟﾝ50milも支援します。ｱﾀﾞﾌﾟﾀは6ﾋﾟﾝ50mil、10ﾋﾟﾝ100mil、20ﾋﾟﾝ100milのﾍｯﾀﾞを支援するのに利用可能です。各種ｹｰﾌﾞﾙとｱﾀﾞ
ﾌﾟﾀで少数のｷｯﾄ任意選択が利用可能です。

1.2. Atmel-ICEｷｯﾄ内容

Atmel-ICE前処理ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ環境のAtmel Studio 6.2版またはそれ以降がｺﾝﾋﾟｭｰﾀにｲﾝｽﾄｰﾙされることが必要で、提供されたUSBｹｰﾌﾞ
ﾙまたは認定されたﾏｲｸﾛUSBｹｰﾌﾞﾙを用いてﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続することが必要です。

1.3. Atmel-ICEｼｽﾃﾑ必要条件

Atmel-ICE完全ｷｯﾄは(下図でも示される)以下のこれらの項目を含みます。

・ 1つのAtmel-ICE本体

・ 1つのUSBｹｰﾌﾞﾙ(1.8m、高速、ﾏｲｸﾛB)

・ 50mil AVR、100mil AVR/SAM、100mil 20ﾋﾟﾝ SAMのｱﾀﾞﾌﾟﾀを
含む1つのｱﾀﾞﾌﾟﾀ基板

・ 10ﾋﾟﾝ50milｺﾈｸﾀと6ﾋﾟﾝ100milｺﾈｸﾀの1つのIDCﾌﾗｯﾄ ｹｰﾌﾞﾙ

・ 10×100milｿｹｯﾄを持つ50mil 10ﾋﾟﾝのﾐﾆ ﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙ

図1-1. Atmel-ICE完全ｷｯﾄ内容
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1.4. Atmel-ICE組み立て

右図で示されるように、Atmel-ICEｷｯﾄをAVRまたはSAMのﾁｯﾌﾟ書き込み
ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ ﾋﾟﾝに接続するのに使うことができる、完全ｷｯﾄで提供される
以下の2種類のｹｰﾌﾞﾙがあります。

・ 6ﾋﾟﾝISPと10ﾋﾟﾝのｺﾈｸﾀを持つ1つの50mil 10ﾋﾟﾝIDCﾌﾗｯﾄ ｹｰﾌﾞﾙ

・ 10×100milｿｹｯﾄを持つ1つの50mil 10ﾋﾟﾝ ﾐﾆ ﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙ

殆どの目的に対して、右下の図で示されるように、50mil 10ﾋﾟﾝIDCﾌﾗｯﾄ 
ｹｰﾌﾞﾙは本来の10ﾋﾟﾝまたは6ﾋﾟﾝのどちらかのｺﾈｸﾀに接続して、またはｱ
ﾀﾞﾌﾟﾀ基板経由で接続して使うことができます。1つの小さなPCBAで3つ
のｱﾀﾞﾌﾟﾀが提供されます。以下のｱﾀﾞﾌﾟﾀが含まれます。

・ 1つの100mil 10ﾋﾟﾝJTAG/SWDｱﾀﾞﾌﾟﾀ

・ 1つの100mil 20ﾋﾟﾝSAM JTAG/SWDｱﾀﾞﾌﾟﾀ

・ 1つの50mil 6ﾋﾟﾝSPI/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE/PDI/aWireｱﾀﾞﾌﾟﾀ

Atmel-ICEを既定構成に組み立てるには、下図で示されるように、本体に
10ﾋﾟﾝ50mil IDCｹｰﾌﾞﾙを接続してください。ｹｰﾌﾞﾙの赤線(1番ﾋﾟﾝ)が筐体
の青帯の三角印と整列するようにｹｰﾌﾞﾙに向きに注意してください。ｹｰﾌﾞ
ﾙは本体から上方向に接続されるべきです。目的対象のAVRまたはSAM
のﾋﾟﾝ配列に対応してﾎﾟｰﾄに接続することに注意してください。

図1-2. Atmel-ICEｹｰﾌﾞﾙ

図1-3. Atmel-ICEｱﾀﾞﾌﾟﾀ

図1-4. Atmel-ICE AVR探針接続 図1-5. Atmel-ICE SAM探針接続

1.5. ﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀへの接続とUSBﾄﾞﾗｲﾊﾞ ｲﾝｽﾄｰﾙ

Atmel-ICEは主に標準HIDｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを用いて通信し、ﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀで特別なﾄﾞﾗｲﾊﾞを必要としません。Atmel-ICEの高度なﾃﾞｰﾀ
交換機能を使うには、ﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀでUSBﾄﾞﾗｲﾊﾞをｲﾝｽﾄｰﾙすることに注意してください。これはMicrochipによって無料で提供される
前処理ｿﾌﾄｳｪｱをｲﾝｽﾄｰﾙする時に自動的に行われます。更なる情報と最新前処理ｿﾌﾄｳｪｱをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞするにはhttp://www.microch 
ip.com/をご覧ください。

Atmel-ICEは提供されたUSBｹｰﾌﾞﾙまたは適切で認定されたﾏｲｸﾛUSBｹｰﾌﾞﾙを用いることによってﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀで利用可能なUSB
ﾎﾟｰﾄに接続されなければなりません。Atmel-ICEはUSB 2.0適合制御器を含み、全速と高速の両形態で動作することができます。最
良の結果のため、提供されたｹｰﾌﾞﾙを用いてﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀのUSB 2.0適合高速ﾊﾌﾞに接続してください。

Atmel-ICEはUSBﾊﾞｽ電力によって給電されます。動作するのに100mA未満を必要として、従って、USBﾊﾌﾞによって給電することがで
きます。電力LEDは本体がﾌﾟﾗｸﾞに差し込まれた時に点灯します。活性なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞまたはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの作業で接続されない時に、本体
はｺﾝﾋﾟｭｰﾀの電池を守るために低電力消費動作に移行します。Atmel-ICEは電源断にすることができません。これは使わない時にﾌﾟ
ﾗｸﾞから取り外されるべきです。

1.6. Atmel Studioでのｿﾌﾄｳｪｱ統合

Atmel StudioはJTAG、aWire、SPI、PDI、TPI、SWDｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つAVRとSAMの応用のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞのためにWindows®環
境で選ばれる統合開発環境(IDE:Integrated Development Environment)です。

Atmel-ICEで書かれるAVRまたはSAMのﾃﾞﾊﾞｲｽについては、Atmel Studio IDEで統合された”Device programming(ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝ
ｸﾞ)”任意選択、またはAtmel Studioによって提供されるatprogramと呼ばれるｺﾏﾝﾄﾞ行ﾕｰﾃｨﾘﾃｨを使ってください。Atmel Studioｲﾝｽﾄｰ
ﾙ中にAtmel Studio 7.0(版番号はｲﾝｽﾄｰﾙした特定Atmel Studio版に依存) Command Promptと呼ばれるｼｭｰﾄｶｯﾄがｽﾀｰﾄ ﾒﾆｭｰの
Atmelﾌｫﾙﾀﾞに作成されました。このｼｮｰﾄｶｯﾄをﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸすることにより、ｺﾏﾝﾄﾞ ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄが開かれてﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ命令を入力すること
ができます。ｺﾏﾝﾄﾞ行ﾕｰﾃｨﾘﾃｨはAtmel Studioｲﾝｽﾄｰﾙ ﾊﾟｽのAtmel\Atmel Studio 7.0\atbackendﾌｫﾙﾀﾞにｲﾝｽﾄｰﾙされます。

http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/
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2. atprogramﾕｰﾃｨﾘﾃｨ使用者の手引き
Atmel Studioｲﾝｽﾄｰﾙ中、右図で示されるように、ｽ
ﾀｰﾄ ﾒﾆｭｰのAtmelﾌｫﾙﾀﾞにAtmel Studio xx(xxはAt 
mel Studio版番号) Command Promptと呼ばれる
ｼｮｰﾄｶｯﾄが作成されます。使用者はﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐ
ﾝｸﾞ機能を実行するために、このｼｮｰﾄｶｯﾄをｸﾘｯｸす
る、または他の応用からatprogramを呼ぶことによっ
て直接atprogram.exeを動かすことができますが、あ
いにく、”atprogram.exe”用の独立ｲﾝｽﾄｰﾗを持た
ず、従って、使用者はそれを使うのに先立って最初
にAtmel Studioをｲﾝｽﾄｰﾙしなければなりません。

atprogram.exeでは以下を使用うことができます。

・ .bin、.hex、.elfのﾌｧｲﾙをﾃﾞﾊﾞｲｽに書き込み

・ 書き込みが正しかったことを確認

・ ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾒﾓﾘの読み込み、書き込み、消去

・ ﾋｭｰｽﾞ、施錠ﾋﾞｯﾄ、防護ﾋﾞｯﾄ、使用者ﾍﾟｰｼﾞ、使用者識票の書き込み

・ ﾃﾞﾊﾞｲｽへの製品ﾌｧｲﾙ書き込み

・ 接続された全ﾂｰﾙの一覧

・ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ ｸﾛｯｸ速度の設定

後の項ではﾁｯﾌﾟ消去、ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙ書き込み、ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄ設定の命令を含むatprogramﾕｰﾃｨﾘﾃｨの命令の使い方が紹介されます。
atprogramﾕｰﾃｨﾘﾃｨについてもっと知るには、atprogram --help命令を入力してください。

2.1. atprogram応用の使い方

atprogram応用の使い方については以下の説明を参照してください。

使い方 : atprogram [任意選択] <命令> [引数] [<命令> [引数] ～]

任意選択:

・ -t --tool <引数> : ﾂｰﾙ名 : Atmel-ICE、AVR Dragon、AVR ISP mkII、AVR ONE、JTAG ICE3、JTAG ICE mkII、QT600、
STK500、STK600、SAM-ICE™、EDBG、MEDBG、Power Debugger、Mega DFU、FLIP

・ -s --serialnumber <引数> : 書き込み器/ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞの通番。複数のﾃﾞﾊﾞｯｶﾞが接続される時に指定されなければなりません。

・ -i --interface <引数> : 物理ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ : aWire、DebugWIRE、HVPP、HVSP、ISP、JTAG、PDI、UPDI、TPI、SWD

・ -d --device <引数> : ﾃﾞﾊﾞｲｽ名。例えば、ATxmega128A1やAT32UC3A0256

・ -l --logfile <引数> : atpbackend出力用記録ﾌｧｲﾙ

・ -f --force : ﾌｧｰﾑｳｪｱが最新でなくても命令を強制

・ -cl --clock <引数> : ﾃﾞﾊﾞｲｽとの通信に使われる周波数(Hz、kHz、MHz、既定はHz)。例えば、-cl 10 MHz

・ -mb --max-baudrate <引数> : aWireでの通信に対する最大ﾎﾞｰﾚｰﾄ(bps)

・ -xr --external reset : 作業開始時に外部ﾘｾｯﾄを印加

・ -tv --target-voltage <引数> : STK600、STK500、Power debuggerの目的対象電圧(浮動小数点値)を設定

・ -a0 --aref0 <引数> : STK600のAREF0またはSTK500のAREF生成器電圧(浮動小数点値)を設定

・ -a1 --aref1 <引数> : STK600のAREF1生成器電圧(浮動小数点値)を設定

・ -cg --clock-generator <引数> : STK600またはSTK500のｸﾛｯｸ発生器周波数(Hz、kHz、MHz、既定はHz)

・      --timeout <引数> : 命令に対する制限時間値を設定。既定は180秒。制限時間なしについては0を設定。

・ -? --help : 手助け情報を表示

・ -V --version : 版番号を表示

命令:

・ calibrate : 発振器校正手順を実行

・ chiperase : ﾁｯﾌﾟを完全消去

・ dwdisable : ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを禁止

・ erase : 指定したﾒﾓﾘを消去

・ help : 指定命令に対する手助けを表示

・ info : ﾃﾞﾊﾞｲｽについての情報を表示

・ program : <ﾌｧｲﾙ>からのﾃﾞｰﾀでﾃﾞﾊﾞｲｽを書き込み

・ read : ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾒﾓﾘ内容を読み込み
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・ reset : 全範囲ｦﾘｾｯﾄしてﾘｾｯﾄ ﾍﾞｸﾀへ飛びます。

・ secure : UC3とARMのﾃﾞﾊﾞｲｽで防護ﾋﾞｯﾄを設定

・ selftest : Atmel-ICEで自己検査手順を実行

・ verify : ﾌｧｲﾙに基づいてﾒﾓﾘ内容を確認

・ write : ｺﾏﾝﾄﾞ行で入力された値をﾒﾓﾘに書き込み

引数またはより多くの命令特有手助け:

例:

・ atprogram -t atmelice -i ISP -d ATmega328PB program -f file.elf
 Atmel-ICEﾂｰﾙ、ISPｲﾝﾀｰﾌｪｰｽでfile.elfのｲﾒｰｼﾞをATmega328PBのﾌﾗｯｼｭに書き込み

・ atprogram -t atmelice -i ISP -d ATmega328PB chiperase
 Atmel-ICEﾂｰﾙ、ISPｲﾝﾀｰﾌｪｰｽでATmega328PBﾁｯﾌﾟを完全消去

2.2. chiperase(ﾁｯﾌﾟ消去)命令の使い方

使い方 : atprogram [任意選択] chiperase

情報 : ﾁｯﾌﾟの完全消去

 注: 異なるﾃﾞﾊﾞｲｽ基本構造では異なる動きです。基本構造についてﾃﾞｰﾀｼｰﾄをご覧ください。

任意選択 : 利用可能な任意選択を一覧にするには引数なしでatprogramを実行してください。

例:

・ atprogram -t samice -i jtag -d atsam3s4c chiperase
 ATSAM3S4Cでﾁｯﾌﾟ消去を実行

・ atprogram -t atmelice-i ISP -d atmega328pb chiperase
 ATmega328PBでﾁｯﾌﾟ消去を実行

2.3. program(書き込み)命令の使い方

使い方 : atprogram [任意選択] program <引数>

任意選択 : 利用可能な任意選択を一覧にするには引数なしでatprogramを実行してください。

引数 :

・ -fl --flash : ﾌﾗｯｼｭ ｱﾄﾞﾚｽ空間を書き込み。tinyAVR、megaAVR、AVR XMEGA専用。

・ -ee --eeprom : EEPROMｱﾄﾞﾚｽ空間を書き込み

・ -us --usersignature : 使用者識票を書き込み

・ -up --userpage : 使用者ﾍﾟｰｼﾞを書き込み

・ -fs --fuses : ﾋｭｰｽﾞを書き込み

・ -lb --lockbits : 施錠ﾋﾞｯﾄを書き込み

・ -f --file (ﾌｧｲﾙ) : 書かれるべきﾌｧｲﾙ。Intel® .hex、.elfまたは2進。

・ -o --offset (変位) : 入力ﾌｧｲﾙ内容がこの変位に書かれます。既定変位は0です。2進ﾌｧｲﾙ形式でだけ有効です。

・     --format (ﾌｫｰﾏｯﾄ) : ﾌｧｲﾙ形式を指定。支援されるﾌｧｲﾙ形式は’elf’、’hex’、’bin’です。

・ -c --chiperase : 書き込み前にﾁｯﾌﾟ消去を実行

・ -e --erase : 書き込み前に影響を及ぼされるﾍﾟｰｼﾞだけを消去。AVR UC3とAVR XMEGA専用。SAMﾃﾞﾊﾞｲｽは常にこれを行いま
す。

・     --verify : 書き込み後にﾒﾓﾘを確認

例:

・ atprogram -t atmelice -i jtag -d atmega2560 program -c -fl -f source.elf
 ﾁｯﾌﾟ消去を実行してﾌﾗｯｼｭに割り当てられたsouce.elfの区分だけを書き込み

・ atprogram -t atmelice -i ISP -d atmega328pb program -f d:\GCCBoard1.hex --verify
 ATmega328PBﾁｯﾌﾟにd:GCCBoard1.hexのｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙを書き込み、書き込み後に確認

2.4. ﾒﾓﾘ書き込み命令の使い方

使い方 : atprogram [任意選択] write <引数>

情報 : ｺﾏﾝﾄﾞ行で入力した値でﾒﾓﾘを書きます。提供された値は選択されたｱﾄﾞﾚｽ空間全てに書かれます。最低1つのｱﾄﾞﾚｽ空
間が提供されなければなりません。

任意選択 : 利用可能な任意選択を一覧にするには引数なしでatprogramを実行してください。

引数 :
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・ -fl --flash : ﾌﾗｯｼｭに書き込み。tinyAVR、megaAVR、AVR XMEGA専用。

・ -ee --eeprom : EEPROMに書き込み。tinyAVR、megaAVR、AVR XMEGA専用。

・ -us --usersignature : 使用者識票に書き込み

・ -fs --fuses : ﾋｭｰｽﾞに書き込み

・ -lb --lockbits : 施錠ﾋﾞｯﾄに書き込み

・     --value (値) : 書く16進符号化値、例えば、0102040A0F。

・ -o --offset (変位) : 値はこの変位から書かれます。

・ -v --verify : 書き込み後にﾒﾓﾘ内容を確認

例:

・ atprogram -t atmelice -i ISP -d atmega328pb write -lb --values c0
 ATmega328PBﾁｯﾌﾟの施錠ﾋﾞｯﾄに$C0を書き込み

3. 書き込みｿﾌﾄｳｪｱ例
この応用記述と共に、Atmel Studioｺﾏﾝﾄﾞ行ﾕｰﾃｨﾘﾃｨの”atprogram”に基づいて書き込みﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをどう開発するかを示すC#例ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄを持つ.zipﾌｧｲﾙがあります。例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｿｰｽ ﾌｧｲﾙはこの応用記述と共にﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることができ、ATmega328PB Xplained 
Miniｷｯﾄで動きます。

3.1. 事前必要条件

この資料で検討される書き込みﾂｰﾙ例は以下を必要とします。

・ Atmel Studio 7.0またはそれ以降

・ Microchipｳｪﾌﾞ ｻｲﾄからﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされた例のAVR_massproduction_programming_to 
ol_with_atmelice.zipﾌｧｲﾙ

・ Microsoft®ｳｪﾌﾞ ｻｲﾄからﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることができる.NET framework 4

・ Microsoft Visual C# 2010 Expressまたはそれ以降

・ Atmel-ICE完全ｷｯﾄ一式

・ 右図で示されるようなATmega328PB Xplained Miniｷｯﾄ一式

図3-1. ATmega238PB Xplained Miniｷｯﾄ

釦 LED ISPﾎﾟｰﾄ

3.2. 特徴

・ ﾁｯﾌﾟ消去を開始するための1つの釦ｸﾘｯｸ。その後にﾌｧｰﾑｳｪｱ ｲﾒｰｼﾞが書かれて確認され、ﾋｭｰｽﾞ施錠ﾋﾞｯﾄが自動的に書かれま
す。

・ 書き込み結果情報出力 - 通過または失敗

・ 書き込み出力情報実時間表示

・ ｲﾒｰｼﾞとatprogram.exeのﾌｧｲﾙのﾊﾟｽ選択

http://www.microchip.com/
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3.3. 使用者の手引き

この応用記述は下図で示されるようなATmega328PB製品書き込みﾂｰﾙ ｿﾌﾄｳｪｱ例を提供します。使用者が書き込みﾂｰﾙGUIｳｨﾝﾄﾞｳ
で”Program(書き込み)”釦をｸﾘｯｸすると、ﾃﾞﾊﾞｲｽ書き込みを実行し、書き込み動作が終了した後で成功または失敗の情報を出力しま
す。一旦書き込みが成功すると、使用者がATmega328PB Xplained MiniｷｯﾄのSW0釦を押す時にLED0がONになり、SW0釦が解放さ
れる時にOFFになります。

図3-2. Atmel-ICEとでのATmega238PB大量生産書き込みﾂｰﾙ

このﾂｰﾙを使う方法の詳細な手順が以下で一覧にされます。

・ 段階1 : Microchipｳｪﾌﾞ ｻｲﾄからAVR_massproduction_programming_tool_with_atmelice.zipﾌｧｲﾙをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてそれを解凍してくだ
さい。解凍後、それは2つのﾌｫﾙﾀﾞを持ち、1つはMass_production_programming_toolで他はatprogram_example_application_ 
projectです。Mass_production_programming_toolﾃﾞｨﾚｸﾄﾘで、ATmega328PB Xplained Miniｷｯﾄで動かすことができるﾂｰﾙ
応用とﾌｧｰﾑｳｪｱ ｲﾒｰｼﾞ例のButton_led.hexを見つけるでしょう。atprogram_example_application_projectﾃﾞｨﾚｸﾄﾘはVisual 
C# 2010 Expressで開発されたｿｰｽ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを含みます。

・ 段階2 : 下図で示されるように6ﾋﾟﾝ100mil IDCﾌﾗｯﾄ ｹｰﾌﾞﾙでATmega328PB Xplained MiniｷｯﾄのISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾎﾟｰﾄにAtmel-ICE
ｷｯﾄを接続してください。

図3-3. ATmega328PB Xplained miniｷｯﾄのAtmel-ICEとのISP接続

・ 段階3 : Atmel-ICEのUSBｹｰﾌﾞﾙをﾌﾟﾗｸﾞに差し込んでAVR_massproduction_programming_tool_with_atmelice.zipﾌｧｲﾙを解凍した
ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘからMass_production_programming_tool\Atprogram_application_example.exe応用を開始してください。

・ 段階4 : 書き込みGUIｳｨﾝﾄﾞｳで”Atprogram selection(atprogram選択)”釦をｸﾘｯｸしてAtmel Sudioｺﾏﾝﾄﾞ行ﾕｰﾃｨﾘﾃｨの”atprogram.e 
xe”ﾌｧｲﾙのﾊﾟｽを選んでください。atprogram.exeはAtmel Studioｲﾝｽﾄｰﾙ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの\atbackendに置かれます。

・ 段階5 : 書き込みGUIｳｨﾝﾄﾞｳで”FW file selection(ﾌｧｰﾑｳｪｱ ﾌｧｲﾙ選択)”釦をｸﾘｯｸしてAVR_massproduction_programming_tool_wit 
h_atmelice.zipﾌｧｲﾙを解凍したﾃﾞｨﾚｸﾄﾘから”Button_Led.hex”ﾌｧｲﾙを選んでください。

http://www.microchip.com/
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・ 段階6 : “Program(書き込み)”釦をｸﾘｯｸしてください。下図で示されるように、書き込み状態ﾃｷｽﾄﾎﾞｯｸｽで”書き込み”文字列が示さ
れます。

図3-4. ATmega328PBﾁｯﾌﾟ書き込み中の状態表示

・ 段階7 : 一旦書き込みが終了されると、書き込み状態ﾃｷｽﾄ枠で、図3-5.で示されるような”Success(成功)”文字列か、または図3-6.
で示されるような”Fail(失敗)”文字列のどちらかを示します。ﾃﾞﾊﾞｲｽ書き込み失敗の場合、使用者は最初にAtmel-ICEと
ATmega328PB Xplained MiniｷｯﾄのISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｺﾈｸﾀ間の接続を調べなければならず、次に、ｷｯﾄのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作が
既定のISP動作からﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE動作に変わるかもしれないため、使用者はISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作でATmega328PBﾁｯﾌﾟを調
べなければなりません。ATmega328PBﾁｯﾌﾟのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作選択については「AN42469:ATmega328PB Xplained Miniｷｯ
ﾄ使用者の手引き」を参照してください。

図3-5. ATmega328PBﾁｯﾌﾟ書き込み成功情報表示 図3-6. ATmega328PBﾁｯﾌﾟ書き込み失敗情報表示

・ 段階8 : 例のﾌｧｰﾑｳｪｱ ｲﾒｰｼﾞのButton_Led.hexがATmega238PB Xplained Miniｷｯﾄに成功裏に書かれたかを確認してください。
一旦成功裏に書き込みされると、SW0の機械的釦が押される時にLED0がONで、SW0釦が解放される時にOFFです。

3.4. ｿｰｽ概要

書き込みｿﾌﾄｳｪｱ開発をより良く理解する使用者を手助けするため、本項は例のｿﾌﾄｳｪｱの流れ、例のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙでのatprogram
命令呼び出しｺｰﾄﾞ、使用者自身の書き込みﾂｰﾙ作成に対してそれらを変更する方法を紹介します。

http://ww1.microchip.com/downloads/en/devicedoc/atmel-42469-atmega328pb-xplained-mini_user-guide.pdf
http://ww1.microchip.com/downloads/en/devicedoc/atmel-42469-atmega328pb-xplained-mini_user-guide.pdf
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3.4.1. 例ｿﾌﾄｳｪｱの流れ

図3-7. 例の書き込みﾂｰﾙ ｿﾌﾄｳｪｱの流れ

開始

atprogram.exeとﾌｧｰﾑｳｪｱ ｲﾒｰｼﾞ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを設定
するためにapplicaionparameter.txtを読み込み

Program釦ｸﾘｯｸ ?

消去、書き込み、確認、暗号化

応用を閉じる ?

atprogram.exe、
ﾌｧｰﾑｳｪｱ ｲﾒｰｼﾞ ﾌｧｲﾙの

ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ変更 ?

applicaionparameter.txtにﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ情報を格納

抜け出し書き込み結果と実行情報を出力

YES

NO

YESNO

YES

NO

3.4.2. atprogram命令呼び出しｺｰﾄﾞ概要

例のｿﾌﾄｳｪｱGUIの”Program(書き込み)”釦をｸﾘｯｸすると、例のｿﾌﾄｳｪｱ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄはForm1.csﾌｧｲﾙのprogram_Click関数を実行しま
す。下で示されるように、program_Click関数のｿｰｽ ｺｰﾄﾞの部分にはchiperase、program、writeの3つのatprogram命令があります。

private void program_Click(object sender, EventArgs e)
{
 StreamReader reader;
 .................

 // ﾁｯﾌﾟの完全消去
 reader = RunProgram_atprogram("cmd.exe", "atprogram -t atmelice -i ISP -d atmega328pb
chiperase", textBox1.Text);
 .................

 // textBox2のﾃｷｽﾄによって割り当てられたﾌｧｰﾑｳｪｱ ｲﾒｰｼﾞをﾌﾗｯｼｭに書き込み、書き込み後に確認
 reader = RunProgram_atprogram("cmd.exe", "atprogram -t atmelice -i ISP -d atmega328pb
program -f "+textBox2.Text+" --verify",textBox1.Text);
 .................
 // ﾋｭｰｽﾞ施錠ﾋﾞｯﾄ値0xC0書き込み(ﾋｭｰｽﾞ施錠ﾋﾞｯﾄ値は特定ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照する必要があります。0xC0は単にATm
ega328PBﾃﾞﾊﾞｲｽ用)
 reader = RunProgram_atprogram("cmd.exe", "atprogram -t atmelice -i ISP -d atmega328pb write -
lb --values c0 ", textBox1.Text);
 .................
}

例のｿﾌﾄｳｪｱ ﾂｰﾙがISPｲﾝﾀｰﾌｪｰｽでATmega328PBﾃﾞﾊﾞｲｽをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞために開発されるため、使用者は使用者の基盤でそれらで
ﾃﾞﾊﾞｲｽ名(ATmega328PB)とﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ名(ISP)を置き換えなければなりません。変更してﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ再構築後、Atmel-ICE
での独自化した大量生産書き込みﾂｰﾙが生成されます。

4. 参考
・ ATmega328PBﾃﾞｰﾀｼｰﾄ (http://www.microchip.com/wwwproducts/en/atmega328pb)

・ ATmega328PB Xplained Miniｷｯﾄ (http://www.microchip.com/developmenttools/productdetails.aspx?partno=atmega328pb-xmini)

5. 更新履歴

資料改訂 日付 注釈

A 2017年7月 初回資料公開

B 2017年12月 「Atmel-ICEよりも専門的な生産書き込み器」に序説を更新

http://www.microchip.com/wwwproducts/en/atmega328pb
http://www.microchip.com/developmenttools/productdetails.aspx?partno=atmega328pb-xmini
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Microchipｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ

Microchipはhttp://www.microchip.com/で当社のｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ経由でのｵﾝﾗｲﾝ支援を提供します。このｳｪﾌﾞ ｻｲﾄはお客様がﾌｧｲﾙや情
報を容易に利用可能にする手段として使われます。お気に入りのｲﾝﾀｰﾈｯﾄ ﾌﾞﾗｳｻﾞを用いてｱｸｾｽすることができ、ｳｪﾌﾞ ｻｲﾄは以下
の情報を含みます。

・ 製品支援 - ﾃﾞｰﾀｼｰﾄと障害情報、応用記述と試供ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、設計資源、使用者の手引きとﾊｰﾄﾞｳｪｱ支援資料、最新ｿﾌﾄｳｪｱ配布と
保管されたｿﾌﾄｳｪｱ

・ 全般的な技術支援 - 良くある質問(FAQ)、技術支援要求、ｵﾝﾗｲﾝ検討ｸﾞﾙｰﾌﾟ、Microchip相談役ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ員一覧

・ Microshipの事業 - 製品選択器と注文の手引き、最新Microchip報道発表、ｾﾐﾅｰとｲﾍﾞﾝﾄの一覧、Microchip営業所の一覧、代理
店と代表する工場

お客様への変更通知ｻｰﾋﾞｽ

Microchipのお客様通知ｻｰﾋﾞｽはMicrochip製品を最新に保つのに役立ちます。加入者は指定した製品系統や興味のある開発ﾂｰﾙ
に関連する変更、更新、改訂、障害情報がある場合に必ず電子ﾒｰﾙ通知を受け取ります。

登録するにはhttp://www.microchip.com/でMicrochipのｳｪﾌﾞ ｻｲﾄをｱｸｾｽしてください。”Support”下で”Customer Change Notificati 
on”をｸﾘｯｸして登録指示に従ってください。

お客様支援

Microchip製品の使用者は以下のいくつかのﾁｬﾈﾙを通して支援を受け取ることができます。

・ 代理店または販売会社
・ 最寄りの営業所
・ 現場応用技術者(FAE:Field Aplication Engineer)
・ 技術支援

お客様は支援に関してこれらの代理店、販売会社、または現場応用技術者(FAE)に連絡を取るべきです。最寄りの営業所もお客様
の手助けに利用できます。営業所と位置の一覧はこの資料の後ろに含まれます。

技術支援はhttp://www.microchip.com/supportでのｳｪﾌﾞ ｻｲﾄを通して利用できます。

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽ ｺｰﾄﾞ保護機能

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽでの以下のｺｰﾄﾞ保護機能の詳細に注意してください。

・ Microchip製品はそれら特定のMicrochipﾃﾞｰﾀｼｰﾄに含まれる仕様に合致します。

・ Microchipは意図した方法と通常条件下で使われる時に、その製品系統が今日の市場でその種類の最も安全な系統の1つである
と考えます。

・ ｺｰﾄﾞ保護機能を破るのに使われる不正でおそらく違法な方法があります。当社の知る限りこれらの方法の全てはMicrochipのﾃﾞｰﾀ
ｼｰﾄに含まれた動作仕様外の方法でMicrochip製品を使うことが必要です。おそらく、それを行う人は知的財産の窃盗に関与して
います。

・ Microchipはそれらのｺｰﾄﾞの完全性について心配されているお客様と共に働きたいと思います。

・ Microchipや他のどの半導体製造業者もそれらのｺｰﾄﾞの安全を保証することはできません。ｺｰﾄﾞ保護は当社が製品を”破ることがで
きない”として保証すると言うことを意味しません。

ｺｰﾄﾞ保護は常に進化しています。Microchipは当社製品のｺｰﾄﾞ保護機能を継続的に改善することを約束します。Microchipのｺｰﾄﾞ保
護機能を破る試みはﾃﾞｼﾞﾀﾙ ﾐﾚﾆｱﾑ著作権法に違反するかもしれません。そのような行為があなたのｿﾌﾄｳｪｱや他の著作物に不正な
ｱｸｾｽを許す場合、その法律下の救済のために訴権を持つかもしれません。

法的通知

ﾃﾞﾊﾞｲｽ応用などに関してこの刊行物に含まれる情報は皆さまの便宜のためにだけ提供され、更新によって取り換えられるかもしれま
せん。皆さまの応用が皆さまの仕様に合致するのを保証するのは皆さまの責任です。Microchipはその条件、品質、性能、商品性、
目的適合性を含め、明示的にも黙示的にもその情報に関連して書面または表記された書面または黙示の如何なる表明や保証もし
ません。Microchipはこの情報とそれの使用から生じる全責任を否認します。生命維持や安全応用でのMicrochipﾃﾞﾊﾞｲｽの使用は完
全に購入者の危険性で、購入者はそのような使用に起因する全ての損害、請求、訴訟、費用からMicrochipを擁護し、補償し、免責
にすることに同意します。他に言及されない限り、Microchipのどの知的財産権下でも暗黙的または違う方法で許認可は譲渡されま
せん。

http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/support


AN2466

© 2017 Microchip Technology Inc. 応用記述 DS00002466B - 12頁

商標

Microchipの名前とﾛｺﾞ、Mcicrochipﾛｺﾞ、AnyRate、AVR、AVRﾛｺﾞ、AVR Freaks、BeaaconThings、BitCloud、CryptoMemory、CryptoR 
F、dsPIC、FlashFlex、flexPWR、Heldo、JukeBlox、KeeLoq、KeeLoqﾛｺﾞ、Kleer、LANCheck、LINK MD、maXStylus、maXTouch、Med 
iaLB、megaAVR、MOST、MOSTﾛｺﾞ、MPLAB、OptoLyzer、PIC、picoPower、PICSTART、PIC32ﾛｺﾞ、Prochip Designer、QTouch、Rig 
htTouch、SAM-BA、SpyNIC、SST、SSTﾛｺﾞ、SuperFlash、tinyAVR、UNI/O、XMEGAは米国と他の国に於けるMicrochip Technology 
Incorporatedの登録商標です。

ClockWorks、The Embedded Control Solutions Company、EtherSynch、Hyper Speed Control、HyperLight Load、IntelliMOS、mTou 
ch、Precision Edge、Quiet-Wireは米国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの登録商標です。

Adjacent Key Suppression、AKS、Analog-for-the-Digital Age、Any Capacitor、AnyIn、AnyOut、BodyCom、chipKIT、chipKITﾛｺﾞ、C 
odeGuard、CryptoAuthentication、CryptoCompanion、CryptoController、dsPICDEM、dsPICDEM.net、Dynamic Average Matching、
DAM、ECAN、EtherGREEN、In-Circuit Serial Programming、ICSP、Inter-Chip Connectivity、JitterBlocker、KleerNet、KleerNetﾛ
ｺﾞ、Mindi、MiWi、motorBench、MPASM、MPF、MPLAB Certifiedﾛｺﾞ、MPLAB、MPLINK、MultiTRAK、NetDetach、Omniscient Code 
Generation、PICDEM、PICDEM.net、PICkit、PICtail、PureSilicon、QMatrix、RightTouchﾛｺﾞ、REAL ICE、Ripple Blocker、SAM-IC 
E、Serial Quad I/O、SMART-I.S.、SQI、SuperSwitcher、SuperSwitcher II、Total Endurance、TSHARC、USBCheck、VariSense、View 
Sense、WiperLock、Wireless DNA、ZENAは米国と他の国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの商標です。

SQTPは米国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの役務標章です。

Silicon Storage Technologyは他の国に於けるMicrochip Technology Inc.の登録商標です。
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加筆されています。頁割の変更により、原本より頁数が少なくなっています。

必要と思われる部分には( )内に英語表記や略称などを残す形で表記しています。

青字の部分はﾘﾝｸとなっています。一般的に赤字の0,1は論理0,1を表します。その他の赤字は重要な部分を表します。



 世界的な販売とサービス

© 2017 Microchip Technology Inc. 応用記述 DS00002466B - 13頁

米国 亜細亜/太平洋 亜細亜/太平洋 欧州

本社
2355 West Chandler Blvd.
Chandler, AZ 85224-6199
Tel: 480-792-7200
Fax: 480-792-7277
技術支援:
http://www.microchip.com/
support
ｳｪﾌﾞ ｱﾄﾞﾚｽ:
www.microchip.com

ｱﾄﾗﾝﾀ
Duluth, GA
Tel: 678-957-9614
Fax: 678-957-1455

ｵｰｽﾁﾝ TX
Tel: 512-257-3370

ﾎﾞｽﾄﾝ
Westborough, MA
Tel: 774-760-0087
Fax: 774-760-0088

ｼｶｺﾞ
Itasca, IL
Tel: 630-285-0071
Fax: 630-285-0075

ﾀﾞﾗｽ
Addison, TX
Tel: 972-818-7423
Fax: 972-818-2924

ﾃﾞﾄﾛｲﾄ
Novi, MI
Tel: 248-848-4000

ﾋｭｰｽﾄﾝ TX
Tel: 281-894-5983

ｲﾝﾃﾞｱﾅﾎﾟﾘｽ
Noblesville, IN
Tel: 317-773-8323
Fax: 317-773-5453
Tel: 317-536-2380

ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ
Mission Viejo, CA
Tel: 949-462-9523
Fax: 949-462-9608
Tel: 951-273-7800

ﾛｰﾘｰ NC
Tel: 919-844-7510

ﾆｭｰﾖｰｸ NY
Tel: 631-435-6000

ｻﾝﾎｾ CA
Tel: 408-735-9110
Tel: 408-436-4270

ｶﾅﾀﾞ - ﾄﾛﾝﾄ
Tel: 905-695-1980
Fax: 905-695-2078

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ - ｼﾄﾞﾆｰ
Tel: 61-2-9868-6733

中国 - 北京
Tel: 86-10-8569-7000

中国 - 成都
Tel: 86-28-8665-5511

中国 - 重慶
Tel: 86-23-8980-9588

中国 - 東莞
Tel: 86-769-8702-9880

中国 - 広州
Tel: 86-20-8755-8029

中国 - 杭州
Tel: 86-571-8792-8115

中国 - 香港特別行政区
Tel: 852-2943-5100

中国 - 南京
Tel: 86-25-8473-2460

中国 - 青島
Tel: 86-532-8502-7355

中国 - 上海
Tel: 86-21-3326-8000

中国 - 瀋陽
Tel: 86-24-2334-2829

中国 - 深圳
Tel: 86-755-8864-2200

中国 - 蘇州
Tel: 86-186-6233-1526

中国 - 武漢
Tel: 86-27-5980-5300

中国 - 西安
Tel: 86-29-8833-7252

中国 - 廈門
Tel: 86-592-2388138

中国 - 珠海
Tel: 86-756-3210040

ｲﾝﾄﾞ - ﾊﾝｶﾞﾛｰﾙ
Tel: 91-80-3090-4444

ｲﾝﾄﾞ - ﾆｭｰﾃﾞﾘｰ
Tel: 91-11-4160-8631

ｲﾝﾄﾞ - ﾌﾟﾈｰ
Tel: 91-20-4121-0141

日本 - 大阪
Tel: 81-6-6152-7160

日本 - 東京
Tel: 81-3-6880-3770

韓国 - 大邱
Tel: 82-53-744-4301

韓国 - ｿｳﾙ
Tel: 82-2-554-7200

ﾏﾚｰｼｱ - ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ
Tel: 60-3-7651-7906

ﾏﾚｰｼｱ - ﾍﾟﾅﾝ
Tel: 60-4-227-8870

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ - ﾏﾆﾗ
Tel: 63-2-634-9065

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
Tel: 65-6334-8870

台湾 - 新竹
Tel: 886-3-577-8366

台湾 - 高雄
Tel: 886-7-213-7830

台湾 - 台北
Tel: 886-2-2508-8600

ﾀｲ - ﾊﾞﾝｺｸ
Tel: 66-2-694-1351

ﾍﾞﾄﾅﾑ - ﾎｰﾁﾐﾝ
Tel: 84-28-5448-2100

ｵｰｽﾄﾘｱ - ｳﾞｪﾙｽ
Tel: 43-7242-2244-39
Fax: 43-7242-2244-393

ﾃﾞﾝﾏｰｸ - ｺﾍﾟﾝﾊｰｹﾞﾝ
Tel: 45-4450-2828
Fax: 45-4485-2829

ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ - ｴｽﾎﾟｰ
Tel: 358-9-4520-820

ﾌﾗﾝｽ - ﾊﾟﾘ
Tel: 33-1-69-53-63-20
Fax: 33-1-69-30-90-79

ﾄﾞｲﾂ - ｶﾞﾙﾋﾝｸﾞ
Tel: 49-8931-9700

ﾄﾞｲﾂ - ﾊｰﾝ
Tel: 49-2129-3766400

ﾄﾞｲﾂ - ﾊｲﾙﾌﾞﾛﾝ
Tel: 49-7131-67-3636

ﾄﾞｲﾂ - ｶｰﾙｽﾙｰｴ
Tel: 49-721-625370

ﾄﾞｲﾂ - ﾐｭﾝﾍﾝ
Tel: 49-89-627-144-0
Fax: 49-89-627-144-44

ﾄﾞｲﾂ - ﾛｰｾﾞﾝﾊｲﾑ
Tel: 49-8031-354-560

ｲｽﾗｴﾙ - ﾗｰﾅﾅ
Tel: 972-9-744-7705

ｲﾀﾘｱ - ﾐﾗﾉ
Tel: 39-0331-742611
Fax: 39-0331-466781

ｲﾀﾘｱ - ﾊﾟﾄﾞﾊﾞ
Tel: 39-049-7625286

ｵﾗﾝﾀﾞ - ﾃﾞﾙｰﾈﾝ
Tel: 31-416-690399
Fax: 31-416-690340

ﾉﾙｳｪｰ - ﾄﾛﾝﾊｲﾑ
Tel: 47-7289-7561

ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ - ﾜﾙｼｬﾜ
Tel: 48-22-3325737

ﾙｰﾏﾆｱ - ﾌﾞｶﾚｽﾄ
Tel: 40-21-407-87-50

ｽﾍﾟｲﾝ - ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞ
Tel: 34-91-708-08-90
Fax: 34-91-708-08-91

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ - ｲｪｰﾃﾎﾞﾘ
Tel: 46-31-704-60-40

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ - ｽﾄｯｸﾎﾙﾑ
Tel: 46-8-5090-4654

ｲｷﾞﾘｽ - ｳｫｰｷﾝｶﾞﾑ
Tel: 44-118-921-5800
Fax: 44-118-921-5820


	はじめに
	要点
	序説
	目次
	1. Atmel-ICE紹介
	1.1. Atmel-ICE特徴
	1.2. Atmel-ICEｷｯﾄ内容
	1.3. Atmel-ICEｼｽﾃﾑ必要条件
	1.4. Atmel-ICE組み立て
	1.5. ﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀへの接続とUSBﾄﾞﾗｲﾊﾞ ｲﾝｽﾄｰﾙ
	1.6. Atmel Studioでのｿﾌﾄｳｪｱ統合

	2. atprogramﾕｰﾃｨﾘﾃｨ使用者の手引き
	2.1. atprogram応用の使い方
	2.2. chiperase(ﾁｯﾌﾟ消去)命令の使い方
	2.3. program(書き込み)命令の使い方
	2.4. ﾒﾓﾘ書き込み命令の使い方

	3. 書き込みｿﾌﾄｳｪｱ例
	3.1. 事前必要条件
	3.2. 特徴
	3.3. 使用者の手引き
	3.4. ｿｰｽ概要
	3.4.1. 例ｿﾌﾄｳｪｱの流れ
	3.4.2. atprogram命令呼び出しｺｰﾄﾞ概要


	4. 参考
	5. 更新履歴
	Microchipｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ
	お客様への変更通知ｻｰﾋﾞｽ
	お客様支援
	Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽ ｺｰﾄﾞ保護機能
	法的通知
	商標
	DNVによって認証された品質管理ｼｽﾃﾑ
	世界的な販売とｻｰﾋﾞｽ



